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本市では、 障害の有無にかかわらず、 互いに人格と個性を尊重しながら、
自己選択と自己決定のもとに、 社会活動に参加することができる
｢ノーマライゼーション社会｣ の実現を目指し、 障害福祉施策を進めて
まいりました。
近年、 障害のある方を取り巻く環境や施策は、 障害者虐待の防止、
障害者の養護者に対する支援等に関する法律 (障害者虐待防止法) ｣ 及び
｢障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律 (障害者総合
支援法) ｣ の施行、 ｢障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律
(障害者差別解消法) ｣ の制定など、 大きく変化しております。
このような中、 本市では、第 3期桑名市障害者計画と第 4 期桑名市障害
福祉計画案を一体的に策定してまいりました。 ,



　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

計画の期間は、 障害者計画は平成27年から平成32年の 6 年間、 障害福祉計画は
平成27年から平成29年の 3 年間とします。
　　　　　　　

H24 年 - H2 5 年 - H26 年 H27 年 H28 年 H29 年 H30 年 H31 年 H 32 年

障害芒信H画

碧輝壁国朝晒顫L :1

(平成 20 ~、 成 26 年 )

障害福祉計t国

,椚n のf立話つけ宵について



燃‐劇場
I
湯船事謙ずず閉場 期,.斎場端 馬霧撚 れ ,',,',･一
　　　 　 　

　

　 　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　

(人)
圓國身体障害者 に四知的障害者 にコ精神障害者 魂膨手帳所持率

4 3 4 4 4･5 “ 毒 6

飴 幻
3
¥
9 ず許が“影褥箒…“総篭鬱靜

黎鱒許酵忽

　　　
　　 　　　　　　　

5,834
6,095

62 52 6,486
6,536

4,944
5,1o2

53 o2 5,豆76 ~‐‐ 879 9 22 ･ 蝦 1 094

4 0

3.0

　 　 　 　　 　　　
平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

4

話面世帯或まての,流れ

アンケート調査票
の作成および実施
インタビューの内容を
整理しアンケート調査
項目に反映

課題の分析インタビューの実施
アンケート調査の
結果から見えてきた
ことを会議の参加者
で共有。
取り組むべき課題に
ついて協議。

アンケート調査票を作成するため
に障害のある方や家族の ｢思い｣
や ｢困りごと｣ について話を聞い
た。

計画の骨子 ｢めざす姿｣を
協議抽出された課題をもとに、 計画

の骨子を検討しとりまとめ。
障害者計画の基本計画は、
グループワ- クで検討。
障害福祉サ- ビスの数値目標に
ついて協議。

計画案作成 めアンケート調査結果や
障害のある方の思い
などから会議で協議。
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インタビューの実施
参加者 :身体や視覚、 聴覚、 肢体、 精神、 自閉症等障害のある方
やそのご家族 8 グループ

聞き取り時間 : 6 0 分 ~ 9 0 分

聞き取り内容 :
、“
たま言 彬

1 . 桑名市でどんな暮らしをしたいか
2 , 桑名市がどんなまちだったら

-

住みやすいか れるきみ .鈍
し

　　　　　　　　　
　

3 , 現在の暮らしで困っていること .

4 より良い生活のために、 ご自身で
できること
5 その他
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アンケート。月計ー呼の偽或

庁内会議の実施
インタビュー内容から障害の

こんなことがあるのかoある方の困りごとや生活状況 知らなかったなぁ -。

だ。

こんな困り事があるん

酵慶財務獲霊‐　　
　 　

に線を引いて ｢付箋｣
気になったことばの下

-,薙隷

.≧を釈 -
　　　　　　　　　に書いてみましょう。 障害者同士でも

障害が違うとお る ] 女 !い
-

互いに解りきれ 淺! できる場が
ない部分がある。

塔 ほしい。

聞こえる人が ･ 縦圏※,
みんな手話が
できればいい。裁

手話は言語で
ある
一 内実まって慰藩がち　　　 　　　　 　　　　　　

,r 障害者覆診字
例輩 で きませんと言う
ツ よりも話を聞いて
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関係機関が課題を共有し議論
障害のある方やその家族、 医師会、 歯科医師会、 社会福祉協議会、 民生委員
児童委員、 特別支援学校、 公募委員等関係機関で障害のある方の ｢思い｣ や
｢考え｣ を共有し、 アンケート調査票やサービス見込量等、 計画作成に向けて
議論を重ねました。

グループワ- クの様子
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アンケート調凸の亀吉聖について

間 障害のある方が暮らしやすくなるために、桑名市がどんなまちになればよいと思いますか
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基本理念については、 アンケート調査の中のまちの将来像に関して、 障害の
ある方から多くの支援をいただきましたので、桑名市地域自立支援協議会等では、
｢障害があってもなくてもみんなが気持ちよく過ごせる明るいまちづくり｣ と
考え喪もました。

基本理念

て竃

　　　

1 0

導出 眉十両1封の里 方針について

○障害や障害のある方への理解について広報やホームページにより周知 ･啓発を図るとともに、イベント
や交流活動を通じて、 相互理解を進めてきました。 しかしながら、 アンケート調査やインタビューを
通して、 まだまだ障害のある方に対する理解は深まっていないという意見が多く寄せられました。
○そのため、 今後も、 あらゆる機会を活用して広報啓発活動を推進し、 障害があってもなくてもみんなが
交流し、 ふれあう機会を増やすことで、 障害を理解し思いやりのあるまちづくりを目指していきます。

0 み慣れた □で、 その人その人にあつた医療 ･福 ･ 建寺のサービスを受けながら女心して暮らせ
るようにサービス提供体制の拡充に努めてきました。
○アンケート調査では障害福祉サービスを現在利用していないが、今後利用したいという潜在的なニーズ
や道路や公共施設等のバリアフリー化等の意見が寄せられました。また、生活する上での様々な不安も
感じていることがわかりました。
○そのため、ライフステージを通じて切れ目のない支援を提供するための相談窓口の充実を図ります。
障害福祉サービス、保健 ･医療サービスの供給体制の整備、その他日々の暮らしの支援の充実に努め、
安心して暮らせるまちづくりを目指していきます。

○誰もが自分らしく生き生きと充実した生活を送るためには、 社会との関わりが重要となります。
○アンケート調査では、 教育、 余暇活動、 就労等の意見から、 もっと社会に出て日々の生活を充実
させたいという思いが寄せられました。
○そのため、教育や生活を豊かにする文化芸術 ･スポーツ活動、また、就労等への支援等、各種施策の
充実を図り、 社会参加を応援するまちづくりを目指していきます。 1 1



- 縄串小皿■Lを馬場城舞翁霧零れ売りあれ　　 　 　

○障害の特性と必要な配慮の理解促進及びサポート　　　　　　　　　　O 障害についての理解を図る教育の推進

相談支援体制の充実
○相談支援体制の充実
○身近な相談支援の充実
○障害児の相談支援体制の充実

文化芸ね h l--□ ･ スポーツ等の進曲得
0 文化芸術活動の振興 撤襲
○指導者の養成
○障害者の作品の発表の場づくり

↑2

『辛苦蕃i直祉.十lllの1:に印す福祉サーヒスについて

1 .福祉施設入所者の地域生活への移行
目標値の設定にあたっては、平成25年度末時点の施設入所者数の12 %以上の人が地域生活へ移行す
ることとともに、 平成29年度末の施設入所者数を平成25年度末時点の施設入所者数から4 % 以上削減す
ることを基本とします。 本市では、 これまでの実績、 地域の実情を踏まえて目標値を設定します。

2 .地域生活支援拠点等の整備
国の指針では、 平成29年度末までに各市町村又は各圏域に少なくとも一つを整備することを基本と
しています。 本市では、 圏域での調整を踏まえて、 目標を設定します。

3 .福祉施設から一般就労への移行等
就労移行支援事業の利用者数については、平成29年度末における利用者数が平成25年度末における利用
者数の6割以上増加すること、事業所ごとの就労移行率については、就労移行支援事業所のうち、就労移行率
が3割以上の事業所を全体の5割以上を目指します。
本市では、これまでの実績、地域の実情を踏まえ目標を設定します。

1 3



囮数値目標 (単位 : 1月あたり)
ぢ摺れフ努拭い三豊'タ態勢芥子献詠窃盗ジンもい度など餐夢死ゾ訝し$滲み翔る匁g詳硬く羞財貨夕霞ト惣

人 26 5 2 72 2 7 9

人目 4 7 7 0 4 8 96 5 ,0 2 2

人 64 7 5 8 6

入日 3 84 4 50 5 16

(グループホーム)
人 9 6 10 7 1 18

人 9 1 1 13

人日 153 18 7 2 2 1

※ ｢入日｣ は、 ｢ 1か月あたりの利用人数｣ × ｢ 1人 1か月あたりの平均利用日数｣ 1 4で算出されるサービス量である。

。十画の推胆について

全員参加型の計画の推進
計画推進については、施策の総合的な推進を図るため、庁内の横断的な連携 ･調整の強化
に努めます。また、障害者の諸団体、保健所、公共職業安定所、サービス提供事業者と連携
し、 効果的な施策の推進を図ります。

計画の進捗管理
( 1 ) 計画の評価、 管理

障害福祉施策の進捗状況を点検評価するために桑名市地域自立支援協議会において、
施策の検討を図っていきます。
(2 ) P D C A サイクルによる障害福祉計画の達成状況の点検 ･評価

計画の達成状況の点検及び評価について、定期的に調査分析等を行います。
(3 ) 調査研究及び情報提供 ‐ バ

障害者施策を適切に講ずるため、 障害者の実態調査等を実施しデータの収集 ･分析を
行うとともに、調査結果を計画の推進に反映させるように努めます。計画の推進におい
て広く市民の理解と協力を得るため、効果的な情報提供とともに、市民の意見の反映に
努めます。 僅5


